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事 後 評 価 調 書（案） 

Ⅰ 事業概要 

事 業 名 港湾事業・道路事業 

地 区 名 臨港道路武豊線（主要地方道 半田南知多線） 

事業箇所 半田市 十一号地地内～武豊町 字沢田新田地内 

事業のあ

らまし 

 臨港道路武豊線は、重要港湾衣浦港の中央ふ頭西地区と武豊北ふ頭地区を結ぶ連絡道路として、

平成2年11月に暫定2車線で供用開始したが、港湾取扱貨物量の増大及び背後地域の発展に伴い、

慢性的な交通渋滞が発生していた。 

 また、平成 17 年 2 月の中部国際空港の開港もあり、衣浦トンネルの 4 車線化（平成 14 年度完

了）、主要地方道半田常滑線の整備（平成22年度完了）が実施され流入交通量の増加が見込まれ

ていた。 

 そのため、臨港道路武豊線と主要地方道半田南知多線の重複区間として既存 2 車線を 4 車線化

することとなり、港湾事業と道路事業の合併事業として整備を実施した。 

 また、武豊北ふ頭において耐震強化岸壁を整備（平成17年度完了）したことに伴い、ふ頭と第

一次緊急輸送道路 一般県道碧南半田常滑線を結ぶ道路として、本道路を第一次緊急輸送道路とし

て平成20年に位置付けた。 

事業目標 

【達成（主要）目標】 

①モノづくりを支え、国際競争力を高める広域交通基盤の整備 

②渋滞のないスムースな移動空間の提供 

【副次目標】 

③地震減災対策の促進 

事 業 費 
事業費 内訳 

110.00億円 ■工事費91.75億円、■用補費 10.15億円、■その他 8.10億円 

事業期間 採択年度 平成15年度 着工年度 平成15年度 完成年度 平成22年度 

事業内容 道路改良（2/4→4/4）延長L=4.4ｋｍ 幅員W=19.25m 

Ⅱ 評価 

①
事
業
目
標
の
達
成
状
況 

1) 主要目

標の達

成状況 

【達成状況】 

①モノづくりを支え、国際競争力を高める広域交通基盤の整備 

   交通量は、2車線時（H13実測）15,971台/12hから4車線時（H27実測）22,147台/12hと

なり、約1.4倍になった。 

②渋滞のないスムースな移動空間の提供 

旅行速度は、2車線時（H13実測）上り21.2km/h、下り20.6 km/hに対して、4車線時（H27

実測）では上り35.9km/h、上り36.2km/hになり、上り下り共に約15km/h 向上した。また、

混雑度も1.40から0.86に緩和された。 

衣浦港西岸地区の企業にアンケートを行った結果によると、約79％の企業から「朝夕

の渋滞が少なくなった」と回答し、約50％の企業から「安全性の確保向上や定時制が確

保できたとの回答を得た。 

【達成状況に対する評価】 

当該事業により、広域交通基盤の整備、スムースな移動空間の提供が図られ、事業目

標を達成している。 

2) 副次目

標の達

成状況 

【達成状況】 

③地震減災対策の促進 

当該道路は、武豊北ふ頭の耐震強化岸壁（平成17年度完了）と第一次緊急輸送道路碧

南半田常滑線を接続する道路として、第一次緊急輸送道路に指定（平成20年度）された。

【達成状況に対する評価】 

   副次目標を達成している。 

（別紙３）
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同種事業に反

映すべき事項 
標準的な事業計画、工法で実施しているため、同種事業に反映すべき事項はない。 

Ⅳ 事業評価監視委員会の意見 
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